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平
成
十
八
年
か
ら
展
示
公
開

　
毎
年
二
月
、
藤
枝
市
岡
部
町

の
大お

お

旅は
た
ご籠

柏か
し
ば
や屋

で
、
等
身
大
の

雛
人
形
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
全

国
的
に
も
大
変
貴
重
な
こ
の
等

身
大
十
五
人
飾
り
は
好
光
人
形

店
の
二
代
目
薮
崎
好
光
が
制
作

そ
こ
知
り

志
太物

語
し
た
も
の
で
す
。
平
成
十
七
年
、

薮
崎
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
翌

十
八
年
か
ら
柏
屋
で
公
開
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

父
竹
治
郎
が
人
形
師
に

　
薮
崎
好
光
は
明
治
三
十
四
年
、

薮
崎
竹
治
郎
の
長
男
と
し
て
志

太
郡
岡
部
町
に
誕
生
。
名
を
好よ

し

太た
ろ
う郎

と
い
い
ま
し
た
。
父
竹
治

郎
は
藤
枝
町
横
内
の
大
須
賀
芳

蔵
に
弟
子
入
り
後
独
立
し
、
天

神
人
形
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
岡
部
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒

業
し
た
好
太
郎
は
、
人
形
作
り

天
神
屋
か
ら
好
光
人
形
店
へ

晩
年
に
等
身
大
雛
人
形
制
作

よ
う
に
見
え
る
精
巧
な
等
身
大
の

活い
き

人
形
を
造
り
た
い
と
藤
枝
の
早

川
鋪
六
に
弟
子
入
り
し
、
三
年
間

学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
は
、
雛
人
形
師
と
し
て
の
道

を
歩
み
ま
し
た
。
店
の
名
も
好

太
郎
の
「
好
」
と
「
女
の
子
が

光
る
」
の
意
味
か
ら
「
好
光
人

形
店
」
と
し
、
昭
和
三
十
二
年

に
は
自
ら
の
名
前
も
「
好
光
」

と
改
名
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
昭
和
三
十
四
年
に

東
海
節
句
人
形
協
会
会
長
、
同

四
十
一
年
静
岡
県
節
句
人
形
製

造
協
同
組
合
理
事
長
と
な
り
、
業

界
を
け
ん
引
し
ま
し
た
。
そ
し
て

六
十
を
過
ぎ
、
再
び
等
身
大
活い

き

人

形
へ
の
情
熱
が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

改
め
て
一
か
ら
学
び
直
す
こ
と
四

年
余
。
昭
和
四
十
三
年
、
岡
部
小

学
校
の
講
堂
で
十
五
人
飾
り
が
展

示
さ
れ
大
反
響
を
呼
び
、
浜
松
の

松
菱
や
静
岡
の
田
中
屋
（
伊
勢

丹
）
で
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
五
十
体
近
く
あ
っ
た
等
身
大
活い

き

人
形
の
う
ち
十
五
体
の
雛
人
形
が

今
、
柏
屋
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
小
嶋
良
之
）

　
藤
枝
市
横
内
の
慈
眼
寺
に

「
大
須
賀
芳
蔵
翁
碑
」
が
建

っ
て
い
ま
す
。
芳
蔵
は
、
東

海
道
筋
で
は
聞
こ
え
た
芝

居
の
道
具
師
で
、
神
業
と

称
え
ら
れ
た
ほ
ど
の
達
人

で
し
た
。
筆
は
、
手
紙
の

細
字
か
ら
入
営
兵
士
の
大

幟の
ぼ
り、

提
ち
ょ
う
ち
ん

灯
ま
で
、
字
が
生

き
て
い
る
と
い
わ
れ
た
ほ

ど
達
筆
で
し
た
。
細
工
物

の
手
伝
い
の
傍
ら
お
茶
の
時
期

は
才さ

い

取と

り
と
い
う
仲
介
業
を
し
、

時
間
の
あ
る
と
き
は
、
知
り
合

い
の
長
唄
の
師
匠
に
踊
り
や
三

味
線
を
習
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
所
作
の
習
い
事
が
後
年
の
人

形
作
り
に
役
立
ち
ま
し
た
。

活
人
形
へ
の
憧
れ
と
好
光
誕
生

　
二
十
歳
に
な
っ
た
頃
、
常
々
興

味
を
持
っ
て
い
た
本
物
の
人
間
の

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

慈
眼
寺
・
大
須
賀
芳
蔵
翁
碑

志
太
新
名
物
探
訪

な
ど
は
竹
細
工
か
ら
ボ
ー
ル
紙

細
工
ま
で
何
で
も
造
り
ま
し
た
。

岡
部
に
あ
っ
た
芝
居
小
屋
「
玉

喜
座
」
の
舞
台
道
具
は
、
芳
蔵

の
手
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
芳

蔵
の
弟
子
か
ら
多
く
の
看
板
屋
、

提
灯
屋
、
装
飾
屋
、
人
形
師
が
輩

出
し
ま
し
た
。
大
正
九
年
、
芳

蔵
が
存
命
中
に
恩
返
し
が
し
た

い
と
弟
子
た
ち
が
建
て
た
碑
が

こ
の
碑
で
す
。
弟
子
の
最
古
参

だ
っ
た
の
が
、
好
光
人
形
店
の

初
代
薮
崎
竹
治
郎
で
し
た
。

等
身
大
雛
人
形
と
薮
崎
好よ

し

光み

つ

大
変
な
反
響
で
す
ね

　
昨
年
の
十
一
月
三
十
日
に
ロ
ー

キ
ャ
ラ
が
百
種
類
に
な
っ
た
の
で

県
庁
で
記
者
会
見
を
や
っ
た
と
こ

ろ
沢
山
の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

て
頂
き
、
予
想
外
の
展
開
に
驚

い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
藤
枝
の

画
廊
で
初
個
展
を
開
催
、
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
頂
い
て
と
て
も

幸
せ
で
す
。

ロ
ー
キ
ャ
ラ
の
誕
生
ま
で

　
そ
も
そ
も
は
、
二
人
が
関
わ

っ
て
手
作
り
製
品
を
販
売
し
て
い

る
「
そ
ら
ま
め
ま
る
し
ぇ
」
に
何

か
盛
り
上
が
る
面
白
い
も
の
は
な

い
か
と
話
し
合
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
れ
で
ご
町
内
単

位
の
「
超
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
ラ
」
を

作
っ
て
缶
バ
ッ
チ
に
し
て｢

ガ
チ

ャ
ガ
チ
ャ｣

で
売
る
こ
と
を
思
い

つ
き
ま
し
た
。
手
始
め
に
十
種

類
位
作
っ
た
ら
凄
い
反
応
が
良

く
て
、
そ
れ
な
ら
と
一
杯
作
り

ま
し
た
。
以
前
か
ら
相
談
し
て

い
た
富
士
市
に
あ
るf-Biz

に
相

談
に
行
っ
た
ら
記
者
会
見
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の

三
ヶ
月
で
し
た
。

ど
ん
な
風
に
作
る
ん
で
す
か

　
役
割
は
、
ラ
イ
タ
ー
のm

yco

が
地
域
名
を
参
考
に
ロ
ー
キ
ャ
ラ

の
名
前
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
が
っ
き
ん

が
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
反
映
さ
せ
た

イ
ラ
ス
ト
を
描
き
ま
す
。
志
太

地
域
や
県
内
の
市
町
の
「
気
に

な
る
地
名
」
を
見
つ
け
て
、
実

際
に
足
を
運
ん
だ
り
し
て
ア
イ
デ

ア
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

今
年
と
今
後
の
目
標
は
?

　
二
〇
一
七
年
な
の
で
、
二
一
七

個
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
藤
枝

市
観
光
協
会
で
販
売
も
始
め
ま

し
た
。
四
月
十
五
日
か
ら
は
藤

枝
市
民
会
館
で
ロ
ビ
ー
展
、
五

月
に
は
、
市
内
四
箇
所
で
地
域

別
ロ
ー
キ
ャ
ラ
の
同
時
展
示
も
企

画
し
て
い
ま
す
。

　
明
日
二
月
二
十
六
日
は
島
田

の
「
お
マ
ル
シ
ェ
」
に
出
店
し
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
ロ
ー
キ
ャ
ラ

メ
ー
カ
ー
ズ
の
公
式
ブ
ロ
グ
を
ご

覧
下
さ
い
。

　
ロ
ー
キ
ャ
ラ
が
全
国
に
広
が
っ

て
ロ
ー
キ
ャ
ラ
サ
ミ
ッ
ト
が
出
来

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
が
れ「
ロ
ー
キ
ャ
ラ
」の
輪

マ
マ
友
二
人
組
制
作
ユ
ニ
ッ
ト が

っ
き
ん

ｍ
ｙ
ｃ
ｏ

ロ
ー
キ
ャ
ラ
メ
ー
カ
ー
ズ

（
共
に
藤
枝
市
在
住
）

シ
ュ
ー
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

ラ
イ
タ
ー

▲自伝 ▲柏屋展示案内

▲昭和43年の15人揃え

▲等身大人形・内裏雛

▲等身大人形・暫（昭和47年）

▲製作中の薮崎好光　
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ホームページも
ごらん下さい。

国道1号線

旧道

杉本モータース
●●東海ガス

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35  千歳商店街
☎054-644-5829

受験生や試験期間中の方にもおすすめです

http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

ひどいときには「フラーリンA」の併用をお薦めします。
フラーリンA 90錠…

　300錠…
1,500円
3,700円
1,500円
3,700円

36錠…1,300円
90錠…2,600円

かなりお得な 300錠…5,000円

（すべて税抜価格に
  なっております）
（すべて税抜価格に
  なっております）

５０歳からのプチ老後対策

明るい老後を楽しもう

健康と孤独対策が不可欠

　企業を定年となった男性は、孤独対策
が必要です。毎日を、どう過ごすかは個
人の問題でもあり、夫婦・家族の問題で
す。女性は、近所づきあいや趣味の友人と
の付き合いなどが多いのですが、男性は、
50歳代から地域との付き合いや趣味の仲
間づくり、一人で楽しめるものを意識する
必要が高いといえます。夫婦で一緒に楽し
めるものを探すことも大切です。

　長寿社会の大きな課題は、健康と孤独
です。長生きしても病院通い、入院、介護
状態で生活経費は、増えていきます。施設
に入居となれば最低月額10万円から20
万円が必要です。如何に、健康で過ごせる
かが、老後生活の大きな課題です。腹七～
八分目のバランスの取れた食生活、定期
的な検診、早めの通院、日々の適度な運動、
日々の楽しい会話などが必要です。

老後のお金の計算をしよう

85歳まで続けると、65歳から毎月４万
9917円の不足が生じ、20年間で1198
万円ほど足りない計算です。
　また、車の買い替えや家の修繕、家電
製品の買い替え、冠婚葬祭、といった特
別経費は除かれていますので、数百万円が
ここに加算されることになります。そして
たまの贅沢もしたいとなると2000万円
は必須となります。

　平成26年度の年金平均受給額は、国
民年金が５万4414円、厚生年金が14万
4886円です。夫が厚生年金、妻が国民
年金として収入は19万9297円。支出は、
どうかといえば、総務省の家計調査では、
60歳～ 69歳の世帯で24万9214円、
70歳以上の世帯で20万487円と、年金
だけでは足りません。
　仮に、60代の夫婦が現在の生活を

明るい老 後を創 造しよう

　「私たちは思っている通りの存在になる。
思い続ければ、その通りの自分であり続け
る」イギリスの作家ジェームズ・アレンの
言葉です。
　「老後を幸せに楽しく暮らしたい。節約
も楽しく、夫婦の会話も楽しく、周囲の人
に感謝しながら、人生を心豊かに慎ましく、
過ごしたい｣。そんな気持ちが、日々の生活
を魅力的なものにしていきます。

　これから生活が大変になるというリスク
情報があふれています。一方で、お金がな
くてもこんなに楽しく生きていけるという
情報もあふれています。どんな状況も、そ
れを楽しんで乗り越えていく考え方をも
たないと生きること自体が大変になります。
限られたお金と時間を如何に活用して、楽
しい生活を過ごすかの人生ゲームだと考え
るのもひとつです。

生活の見直しと経費削減

ランの見直しが必要です。車の小型化や個
人リースもオススメです。最もウエイトを
占めるのが食費。高齢者２人世帯で平均
６万円。外食を減らして、まとめ買い、作
り置きなどの工夫で見直しは可能です。教
養娯楽費や交際費もある程度は必要なの
で、趣味は、できるだけお金を使わない
ものにし、付き合いは疎遠にならない程
度にほどほどに楽しく続けるのがコツです。

　収入が無くなるため、少なくとも住宅ロ
ーンは、退職までに完済することが必要で
す。マンションなどは、現役時代から管理
費や修繕費を積み立てて置くなども大切
な備えです。生命保険なども老後を考えた
見直しの他、医療費も高額医療費制度を
活用すれば、民間保険で最低限の医療保
障で充分です。近年は、通信費の比重が
家計を圧迫しているため、使い方と共にプ

楽しいお得生活で貯蓄促進

競うのもいいかもしれません。クレジット
カードの特典を活用したり、ネット通販や
宅配を上手く使って時間や交通経費を節約
します。最近話題のふるさと納税やシニア
割引、自治体の健康マイレージなどを有
効に活用します。
　節約というよりも慎ましく楽しい生活習
慣を続けると結果として、お金がたまって
いく方法です。

　暮らしを切り詰めて、貯金をというとこ
れからの暮らしが暗いものになりがちです
が、お得な節約生活と無駄のないスリムで
快適な生活習慣を身につけることで、楽し
い老後を送ることができます。まずは、限
定販売やタイムセールチェック。時間のあ
る分、お得を探すのを習慣にします。むる
ぶなどにあるプレゼント応募も楽しみと節
約の一挙両得企画。夫婦で応募と当選を

数年前「老後難民」という言葉が話題になりました。老後に生活が困窮し、自立した生活が出来
なくなってしまうことです。ある調査によれば、貯金がある世帯が８割、無い世帯が２割。４０代
から５０代の平均貯蓄額は、７００万円から１０００万円となっています。しかし、一部の富裕層を
除くと一般世帯の平均貯蓄額は、５００万円～７００万円といったところです。そして、高齢化が進
む中、現実に老後に必要な資金は、最低２０００万円といわれています。幸せな老後を送るためには、
少なくとも１０年から１５年かけて、準備する必要があるというのが、現在老後生活を送られている
人たちの実感だという調査結果です。今既に老後生活をされている方にも、ヒントになれば幸いです。

38%

38%

50代
男性

50代
女性

4％5％ 13％ 38％ 32％ 4％

4％2％ 7％10％ 45％ 25％ 7％

0％

準備は出来ている
具体的に考え始めた 定年後のことは全く考えていない

具体的に準備を始めている
さっくりと考え始めた

20％ 40％ 60％ 80％ 100％
病気や体力の衰えなど 69％

62％

医療・入院費など 53％
61％

生活費・食事代 33％
66％

年金の支給額 42％
55％

定年後の人 定年前の人

0

2010年 支出
318万円269万円 49万円

50 100 150 200 250 300

2014年 支出
323万円249万円 74万円

年金収入など 貯蓄取り崩し 赤字額は4年で
25万円増

269万円

249万円 74万円

49万円

定 年 後 の 生 活 に つ い て定 年 後 の 不 安 は ？ （ 複 数 回 答 ）

定 年 後 に 誰 と つ な が っ て い た い （ 複 数 回 答 ）年 金 生 活 者 の 赤 字 は 年 々 増 大

定 年 後 の 生 き が い は （ 複 数 回 答 ）

順 位 対 象 者 定年後 定年前
１ パートナー 65％ 59％

２ 趣味の合う友人、仲間 53％ 51％

３ こども、孫 50％ 41％

４ 学生時の友人、仲間 31％ 30％

５ ご近所の人 29％ 26％

順 位 定 年 後 の 人 定 年 前 の 人
１ 健康を維持すること 55％ パートナーの存在 36％

２ パートナーの存在 41％ 健康を維持すること 34％

３ 旅行 37％ 趣味や習い事 34％

４ 趣味や習い事 32％ 旅行 34％

５ 一人で気ままに
自由に楽しむこと 30％ 一人で気ままに

自由に楽しむこと 26％
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編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，最近、出会った美味しいものは？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 少彦名命 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　3月5日㈰
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

好光の改名前の名前は？

　〇〇〇（漢字3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントし
ます。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

今月ご紹介したローキャラメーカーズのお二人。実は
二人とも私の家のご近所さんだったので、ビックリで
した。灯台下暗しとは、まさにこのこと。まだまだ知っ
ているようで知らない藤枝・焼津が一杯です。先月の
応募者は、最終的に 150 名を超え、50名の方にプレ
ゼントをお送りしました。感謝、感謝です。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）



3月の休日緊急医

小児科
・

5日（日） 12日（日） 19日（日） 20日（祝） 26日（日） 5日（日） 12日（日） 19日（日） 20日（祝） 26日（日）

5

（内・小）川口内科
（八幡）

�644･3366

（内・小）大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

（内）近藤胃腸科外科
（南新屋）

�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

（内・小）菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

（内）西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
（内・小）朝比奈診療所
（岡部町新舟）
�668･0272

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

（小）高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021

（内）なお消化器内科クリニック
（高洲一）

�634･1825
（内）高橋医院
（下青島）
�647･0370

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

（内）すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

（内・小）櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122

（内）鈴木内科医院
（茶町四）

�644･6960

藤枝南クリニック
（前島二）
�634･0210

（内）ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

（内・小）大持医院
（藤枝五）
�641･0651

（内）ハラダ城南医院
（田中三）

�647･1234

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

青島歯科医院
（田沼四）

�635･1636

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

アライ歯科
（鬼島）

�644･4477

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

いのまた歯科医院
（仮宿）

�646･8110

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）
�641･5318

（精）藤枝駿府病院
（小石川町二）
�641･3788

竹中歯科医院
（高洲一）
�636･6777

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

パール歯科医院
（大東町）
�636･1253

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749


